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目的 乳房外 Paget 病の文献的レビュー 
データソース Medline 
研究の選択 特定なし 
データ抽出 不明 

主な結果 

乳房外 Paget 病は外陰部癌の 3～5％で、稀な疾患。診断には生検

が重要。20～30％に内臓悪性腫瘍の合併があり、詳細な全身検索が

必要。手術が治療の第 1 選択であるが、再発率は 40％と高く、術

後も長期に亘る経過観察が必要であった。手術のほかには、放射線

治療、外用または全身的化学療法、レーザー治療、光力学的治療、

Mohs micrographic surgery などが試行されている。 

結論 

乳房外パジェット病では、詳細な全身検索が必要で、胸部 XP・骨

盤超音波・IVP・マンモグラフィーのみならず、膀胱鏡・子宮鏡・

腹腔鏡・大腸内視鏡検査を施行すべきである。各種治療法の有用性

を検証するためには、多施設共同の前向き無作為振り分け試験が必

要である。 
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エビデンスのレベル分類（Ｉ  ） 
ごく最近までの文献を網羅した乳房外 Paget 病に関する最も優れ

た総説。しかし、参照された個々の文献はいずれも少数例の症例解

析であり、各項目におけるエビデンスレベルはいずれも低いが、症

例数と報告数がそれ程多くない疾患での貴重な論文である。厳密に

はシステマティック・レビューではないが、現時点ではそれに準ず

るものと評価した。 




